
南西諸島のサトウキビ生産安定化に貢献する育種素材の開発（畑作） 

 

葉身切除後の葉身展開速度と株出し初期生育量に優れる 

さとうきび有望系統 「KY09-185」 
 

技術開発のねらい 

近年、多発する気象災害によりさとうきび単収が低迷しています。特に台風の襲来ではさとうきびの葉身が強

風による裂傷や塩害による白化、脱葉するなど大きな損傷を受けるため減収します。台風被害の軽減は容易では

ありません。しかし、少しでも被害を減らし減収程度を少なくするには、台風が来るまでの生育初期に生育量を

確保して茎葉部を頑強にすること、台風に襲われ損傷を受けた後により速く新葉を展開し生育量を確保するこ

と、が有効と考えられます。すなわち、葉身展開速度が速い特性を持つことが台風被害軽減に役立つと考えま

す。そこで、さとうきびの葉身を全て切除してその後の葉身展開速度を評価する手法を確立し、この手法を用い

て葉身展開速度が速い系統を選抜します。選抜した系統の株出し栽培での初期生育量を評価することにより、台

風による減収が少い系統を開発します。 

 

開発成果の特長： 

葉身損傷後の葉身展開速度を評価する手法を開発しました（図1）。台風による損傷に見立てて葉身を全て切除

し、その後に展開する葉の数を2週間毎に測定し葉身展開の速さとして評価します。その結果「KY09-185」は供

試系統の中で最も早く葉身を展開することが判りました。株出し栽培での初期生育量は、「KY09-185」は九州沖

縄農研センター（種子島）の2ヵ年の成績で製糖用品種「NiF8」より58％多くなりました（表1）。2020年度鹿

児島県農業総合開発センター徳之島支場、沖縄県農研センターにおいても「NiF8」と比べそれぞれ33％、22％多

いことが示されました（表1）。これらのことから「KY09-185」は葉身損傷後の葉身展開速度と株出し初期生育量

において優れた特性を持ちます。収量性については、九州沖縄農業研究センターの結果では原料茎重は「NiF8」

より37％多収であり、蔗汁糖度は「NiF8」より10％程度低いものの、可製糖量は18％多収です（表2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 葉身切除後の葉身展開速度の対照区と切除区の展開葉数の比較。 

切除：8月24日 



革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト） 

 
 

 

 
 

 

 

今後の展開方向・見込まれる波及効果等： 

「KY09-185」は葉身損傷後の葉身展開速度が速いこと、株出し初期生育量が多いという２つの異なる特性を併

せ持つ系統です。これらの特性はいずれも台風などの気象災害に見舞われたときの収量減を少しでも減らすこと

が期待されます。しかし、この系統は糖度がまだ不十分であることから製糖用品種と交配を行い、糖度を高める

ことが今後必要です。また、本課題で育成した根量の多い系統などと交配を行い、干ばつなど他の気象災害に対

する特性を併せ持つ系統を育成するための交配親としての有効利用が見込まれます。 
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